
解
の
提
案
を
、
３
年
間
の
高
校
生
活
で
経

験
し
ま
す
」（
佐
藤
校
長
）

　
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
な
ど
に
お

け
る
校
外
の
多
様
な
人
々
と
の
交
流
を

取
り
入
れ
た
課
題
研
究
、
そ
し
て
、
様
々

な
社
会
課
題
に
取
り
組
む
文
理
融
合
科
目

「
グ
ロ
ー
バ
ル
平
和
探
究
」（
普
通
科
２
学

年
対
象
）
な
ど
で
の
学
び
を
通
じ
て
、
生

徒
は
自
分
の
興
味
・
関
心
を
、
平
和
と
い

う
切
り
口
で
深
め
て
い
く
。
そ
の
成
果
は

既
に
教
師
の
目
か
ら
見
て
も
明
ら
か
で
、

「
高
校
在
学
中
に
哲
学
を
学
び
た
い
」「
生

命
倫
理
の
研
究
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
よ

う
と
思
っ
て
い
る
」
な
ど
と
、
高
校
の
教

科
・
科
目
の
枠
を
超
え
た
学
び
へ
の
意
欲

や
具
体
的
な
計
画
を
口
に
す
る
生
徒
が
増

え
て
き
て
い
る
。

　

新
し
い
時
代
の
高
校
生
像
を
体
現
す
る

　

文
部
科
学
省
の
Ｗ
Ｗ
Ｌ
（
ワ
ー
ル
ド
・

ワ
イ
ド
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
構
築
支
援
事
業
（
以
下
、Ｗ
Ｗ
Ｌ
＊
１
）

の
拠
点
校
で
あ
る
広
島
県
立
広
島
国
泰
寺

高
校
は
、平
和
を
テ
ー
マ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊

２
）
と
関
連
づ
け
た
活
動
を
展
開
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
野
と
強
い
使
命
感
を
持
っ

て
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
や
国
際
社

会
の
平
和
と
発
展
に
貢
献
す
る
イ
ノ
ベ
ー

テ
ィ
ブ
な
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
目

指
し
て
い
る
。
同
校
が
生
徒
へ
の
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
と
し
て
掲
げ
て
い
る

の
が
、「
課
題
を
発
見
す
る
力
」「
課
題
を

解
決
す
る
力
」「
論
理
的
・
批
判
的
思
考

に
基
づ
く
表
現
力
」
の
３
つ
だ
が
、
佐
藤

隆り
ゅ
う

吉き
ち

校
長
は
、「
Ｗ
Ｗ
Ｌ
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
知
識
・
技
能
は
も
と
よ
り
、
言

語
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
、
グ

リ
ッ
ト
と
い
っ
た
、
変
化
の
激
し
い
社
会

を
生
き
抜
く
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力

を
生
徒
に
育
成
し
て
い
き
た
い
」と
語
る
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
幅
広
い
知

識
を
活
用
し
て
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す

力
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
新
し
い
価
値
の

創
出
に
至
る
道
は
平
坦
で
は
な
く
、
多
様

な
他
者
と
協
働
し
て
創
意
工
夫
を
重
ね
る

こ
と
や
、
粘
り
強
く
取
り
組
む
こ
と
も
不

可
欠
で
す
。
Ｗ
Ｗ
Ｌ
の
取
り
組
み
を
始
め

と
す
る
本
校
の
教
育
活
動
の
中
で
、
生
徒

は
文
理
両
方
を
学
び
、
そ
こ
で
身
に
つ
け

た
幅
広
い
知
識
を
探
究
活
動
な
ど
で
実
際

に
活
用
す
る
こ
と
で
、
課
題
発
見
と
最
適

生
徒
が
現
れ
て
き
た
矢
先
、
同
校
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
た

臨
時
休
業
を
強
い
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
中

で
も
、
生
徒
の
学
び
を
継
続
・
発
展
さ
せ

る
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
だ
っ
た
。

　

同
校
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
活
用
の

特
徴
は
、「
生
徒
が
や
る
べ
き
こ
と
」
を

支
援
す
る
ツ
ー
ル
と
、「
学
校
が
や
る
べ

き
こ
と
」
を
支
援
す
る
ツ
ー
ル
と
に
、
役

割
を
分
け
て
活
用
し
た
こ
と
だ
。

　

臨
時
休
業
期
間
中
の
課
題
配
信
な
ど
、

主
に
学
習
面
で「
生
徒
が
や
る
べ
き
こ
と
」

を
支
え
た
の
は
、
２
０
２
０
年
度
よ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
学
習
基
盤
と
し
て
県

内
の
公
立
小
・
中
学
校
、
高
校
、
特
別
支

援
学
校
に
整
備
さ
れ
たGoogle

の
教
育

支
援
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
「G Suite for 

Education

」
だ
。

　

同
校
で
は
、
臨
時
休
業
期
間
中
の
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
の
時
間
割
を
作
成
し
た
が
、

そ
の
際
、
生
徒
の
主
体
性
が
発
揮
さ
れ
る

よ
う
に
配
慮
し
た
と
、
主
幹
教
諭
の
大
川

敬た
か

洋ひ
ろ

先
生
は
説
明
す
る
。

　
「
私
た
ち
は
臨
時
休
業
を
、
そ
れ
ま
で

＊１　将来、イノベーティブなグローバル人材を育成するため、高校等と国内外の大学、企業、国際機関等が協働し、高校生へより高度な学びを提供する仕組みを構築するとともに、
テーマ等を通じた高校生国際会議の開催等や高校のアドバンスト・ラーニング・ネットワークの形成により、WWL コンソーシアムにおける拠点校を目指す事業。

＊２　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17 の目標と 169 のターゲットか
ら成る。

新
し
い
価
値
を
創
出
す
る

資
質
・
能
力
を
育
む

様
々
な
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、

日
常
を
維
持
し
な
が
ら
、新
し
い
教
育
を
創
る

広
島
県
立
広
島
国こ

く

泰た
い

寺じ

高
校

大
学
、企
業
、国
際
機
関
、そ
し
て
、県
内
の
他
校
な
ど
と
協
働
し
た
高
度
な
学
び
を
追
究
す
る
広
島
県
立
広
島
国
泰
寺
高
校
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
た
臨
時
休
業
の
中
で
、教
育
活
動
を
ど
の
よ
う
に
維
持
・
発
展
さ
せ
て

い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
活
用
に
焦
点
を
あ
て
、同
校
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

これからの学校教育
実践事例

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
活
用
で

学
校
の
日
常
を
維
持
す
る
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の
教
育
活
動
で
生
徒
に
育
ん
で
き
た
主
体

性
を
さ
ら
に
伸
ば
す
好
機
だ
と
考
え
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
授
業
の
時
数
は
本
来
の
時

数
の
75
％
ほ
ど
に
抑
え
て
終
業
時
刻
を
早

め
、
生
徒
が
自
分
に
必
要
な
学
習
に
取

り
組
め
る
よ
う
、
生
徒
に
時
間
を
返
し
ま

し
た
。
時
間
割
は
学
年
ご
と
に
全
ク
ラ
ス

共
通
の
も
の
を
作
成
し
、
配
信
す
る
学
習

課
題
も
教
科
内
で
同
じ
内
容
に
す
る
こ
と

で
、
授
業
準
備
に
か
か
る
教
師
の
負
荷
の

軽
減
を
図
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
時
間
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
欠
席
し
た
生
徒
へ
の
個
別
対
応

や
、
学
習
内
容
の
理
解
が
十
分
で
は
な
い

生
徒
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
に
充
て
、
生
徒

の
自
律
的
な
学
習
を
支
え
た
の
で
す
」

　

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
活
用
に
よ
っ

て
、
臨
時
休
業
中
も
シ
ラ
バ
ス
通
り
に
授

業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
同
校
だ
が
、

今
後
の
課
題
は
臨
時
休
業
中
の
学
習
内
容

の
定
着
度
を
測
り
、
個
々
の
学
習
支
援
計

画
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
だ
と
言
う
。

　

生
徒
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
デ
ー
タ
の
蓄
積

と
い
う
「
学
校
が
や
る
べ
き
こ
と
」
を
支

え
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
は
、「Classi

」

（
＊
３
）
だ
。
同
校
で
は
、Classi

を
、

生
徒
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
蓄
積
、
日
々

の
学
習
時
間
や
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
管
理
、

そ
し
て
保
護
者
へ
の
連
絡
な
ど
に
活
用
し

て
い
る
。

　
「
生
徒
に
と
っ
てClassi

は
、
自
分
の

学
習
計
画
、
学
習
時
間
を
管
理
す
る
こ
と

を
通
じ
て
、
自
律
的
に
学
習
す
る
力
を
養

う
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
に
加
え
て
、

生
徒
た
ち
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
（
＊
４
）
な
ど
の

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、
外

国
人
留
学
生
と
の
対
話
を
『
グ
ロ
ー
バ
ル

平
和
探
究
』
の
中
で
行
う
な
ど
（
写
真
）、

世
界
を
視
野
に
入
れ
た
学
習
に
主
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
」（
大
川
先
生
）

　

今
回
の
臨
時
休
業
の
よ
う
な
非
日
常
が

現
れ
た
時
に
、
教
育
活
動
を
止
め
な
い
た

め
に
は
、
複
数
の
ツ
ー
ル
を
持
っ
て
お
く

こ
と
が
重
要
だ
と
、
佐
藤
校
長
は
語
る
。

　
「
そ
れ
ま
で
の
対
面
授
業
で
は
積
極
的

に
発
言
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
生
徒
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
能
動
的
な
学
習
態
度

を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

資
質
・
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
や
場
面
は
生
徒
に
よ
っ
て
異
な
る
こ

と
を
、
私
た
ち
は
学
び
ま
し
た
。
多
様
な

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
こ
と

で
、
学
校
と
し
て
の
日
常
を
維
持
す
る
だ

け
で
な
く
、
新
し
い
学
び
の
場
づ
く
り
の

必
要
性
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

同
校
で
は
今
後
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

の
学
習
プ
リ
ン
ト
や
実
験
動
画
な
ど
の
蓄

積
を
続
け
、
授
業
で
は
生
徒
同
士
の
対
話

に
時
間
を
か
け
る
な
ど
、
反
転
的
な
授
業

づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
新
学
習
指
導
要
領
で
育

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
育
成
、
そ
し

て
、
学
校
で
し
か
で
き
な
い
学
び
の
保
障

を
実
現
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
ツ
ー
ル
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」（
佐
藤
校
長
）

臨時休業中のオンラインツール活用図

❶自分自身の健康観察は、朝のＳＨＲまでに「Classi」の「アンケート」
を利用して行う。

❷朝のＳＨＲや授業の出席確認は、「G Suite」の「Classroom」にログ
インして行う。

❸授業は、「G Suite」の「Classroom」の機能を使って出される教師の
指示に沿って受ける。授業中の質問も可能。

❹放課後の学習時間は、毎日「Classi」 の「学習記録（１日の振り返り）」
に入力。担任が生徒の学習の進捗状況や心身の状態を把握する。

＊学校資料を基に編集部で作成。

＊ 3　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社である Classi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。
＊ 4　PC・スマートフォン・タブレットで通話に参加できるビデオ通話アプリ / サービス。

主
幹
教
諭

大
川
敬
洋
　

お
お
か
わ
・
た
か
ひ
ろ

教
職
歴

２７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
理
科
。

校
長佐藤

隆
吉
　

さ
と
う
・
り
ゅ
う
き
ち

教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。

広
島
県
立
広
島
国
泰
寺
高
校

◎
広
島
県
初
の
旧
制
中
学
で
あ
る
広
島
県
中
学
校
と

し
て
設
立
。
そ
の
後
、
広
島
県
広
島
中
学
校
、
広
島

県
第
一
中
学
校
、
広
島
県
立
鯉り

城
じ
ょ
う

高
校
な
ど
と
名

称
を
変
え
な
が
ら
、
１
４
０
年
を
超
え
る
歴
史
を
刻

む
。
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
の
高
校
と
の
姉
妹
校
提

携
を
中
心
と
し
た
国
際
交
流
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

◎
設
立　

１
８
７
７
（
明
治
10
）
年

◎
形
態　

全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
・
普
通
科

理
数
コ
ー
ス
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
２
８
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
筑
波
大
、
大
阪
大
、
広
島
大
、
九

州
大
な
ど
に
１
５
９
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
早

稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
大
、
関

西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
４
９
６
人
が
合
格
。

◎U
RL

　

http://w
w

w
.kokutaiji-h.hiroshim

a-c.ed.jp/

写真　「グローバル平和探究」では、Zoom を活用して留学
生と環境問題をテーマに意見交換を行った。世界の今をリア
ルタイムで知ることで、生徒のテーマへの意識も高まっていく。

教育の「これから」を考える─「今」を見つめた未来の創り手たち─特集
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